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本人も家族も事業所も保険者も
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提言

こねからの介護

:■手 二■ ‐

援専門員

介護保険制度施行10年を踏まえて

のあり方
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に至る。

介護保険制度が創設されて10年が経過しまし

基盤整備の時期と内容
た。ここまでの10年 は,

確保の時期とに大きく分けることができるのでは

ないでしようか (図 1)。 その間,介護保険制度

を継続可能なものにすることや,新たな介護サー

ビスの創設,そ して介護保険料と介護給付につい

ての検討と議論がありました。

介護支援専門員に対しては,運営基準で定めら

れた業務内容の遂行状況 (サービス担当者会議の

開催,モニタリングの実施,記録作成など)につ

いての調査や,時間的業務量と負担の調査などが

行われてきました。そして,介護支援専門員から

は介護保険制度に対する要求・要望が数多く出さ

れていますが,介護支援専門員が行うべき業務の

範囲と内容,特に評価については,介護支援専門

員の希望に沿う形で検討される機会が少なかつた

のではないでしようか。それは,介護支援専門員

からよく聞かれる「行政は現場を知らない」とい

う言葉に集約されると思います。

一方,介護支援専門員以外の人にとつて, 1人

で利用者と面談 (中身がうかがい知れないという

密室性)を行い,感覚的・感情的に利用者を把握

(非言語的な対象の理解)する傾向がある介護支

援専門員の姿は,見えにくいものです。言い換え

ると,感覚的に業務を行う介護支援専門員と,百

語表現の理解に終始する介護支援専門員以外の人

との相互理解が進まなかつたと言えます。

このような関係のために,介護支援専門員が行

ぅべき業務内容や範囲,そ して評価の検討が進ま

ず,介護支援専門員の評価につながらなかつたの

ではない`で しようか。介護支援専門員およびその

業務についての本質的な議論が行われないままだ

と介護支援専門員の意欲低下や存在価値が喪失し,

ひぃては居宅介護支援事業所の存続危機につなが

るのではないかと危惧しています。   |

本稿では,こ のような背景を持つ介護支援専門

員,およびその業務について考えてみます。
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役割

護支援専門員について

介護支援専門員は制度の特性から,利用者,サー

ビス事業提供者,そ して保険者に関与する立場を

保持しています。利用者へは介護支援を行い,介
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